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1. はじめに 

希土類系高温超伝導(REBCO: RE は希土類元素)コート線材は優れた機械特性と高磁場中でも高い

臨界電流密度を持つことから、マグネット等への機器応用が期待されている。しかし、異方性が大きく、c

軸方向に磁場を印加した場合の Jcが低いことから、c 軸相関ピンとしての人工ピンの導入による、異方性

の改善が行われてきた。特に、BaHfO3(BHO)を導入した EuBCO線材は厚膜化した場合にも優れた Jc特

性を持つことから、高い臨界電流を持つ線材の実現が期待されている。本研究では、厚膜のBHOを導入

した、EuBCO 線材の臨界電流特性について、通常の通電法による測定が困難な、低温、及び、高磁場

領域について、引き抜き法による磁化測定装置を用いて評価を行った。その低温高磁場領域の臨界電

流特性について報告する。 

2. 実験方法 

試料線材は IBAD基板上に PLD(Pulse Laser Deposition)法により製膜した BHO導入 EuBCO線材を

用いた。超伝導層の膜厚は 3.3 m である。同線材の一部をレーザー加工により切り出し、試料サイズは

2×2 mm とした。測定は引き抜き法を用いて、磁化ヒステリシス特性、及び、磁化緩和測定を行った。 

3. 実験結果 

Fig.1に示すような、磁化緩和測定から見積もられる電界は、以下の表式を用いて導出する。 
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ここで、lは長さ、wは幅、Mは磁化である。よって、

10-8 V/m 程度の電界での Icを見積もることとなる。し

かし、通常の通電法での電界基準は 10-4 V/mである。

そこで、磁化緩和特性から得られた E-I 特性から n

値モデルを仮定し 10-4 V/m における臨界電流値を

見積もると、35 K、10 Tにおいて 890 A/cm-w となっ

た。このように、人工ピンとして BHO を導入した厚膜

の EuBCO線材は電界基準を補正することにより、低

温の高磁場においても非常に高い臨界電流を持つ

高性能線材となることが分かった。当日は各温度で

の Icの磁場依存性についても報告する。 
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Fig.1  E-I characteristics at 35 K in B//c 

(inset) magnetization relaxation at 35K 
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